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公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

表紙に寄せて

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

本番の熊本城マラソンへ向けて練習会「江津

湖４時間走」ベテラン奥田会員に指導を受け走

る。20ｋｍを越えると身体に予期せぬ事が起こ

り出します。練習会で体験し対策をたてて臨み

ます。さてどうなるか！？　 　　      （Ｍ．Ｍ）
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センター・介護委員会を担当させていただき2期目に入りました松本です｡ 私の学生から

現在までの節目には障害者歯科が存在してきました｡ 学生時代､ 患者獲得が難しく症例が足

りなくて困っていた頃､ 障害者歯科の医局の先生には自分の歯を提供していただきなんとか

ケースを終了することができました｡ 県歯の委員会に入る前には長野の母校で行われた障害

者歯科学会に当時担当常務理事をされていた甲斐利博会員をはじめ､ 委員会の先生方に同行

させていただき学会はもちろん懇親会でも楽しい時間を過ごさせていただきました｡ その後､

山鹿の原賀会員担当の医療対策第二委員会に参加することになり､ 現在まで障がいの有る方

の診療に関わっています｡ 口腔保健センターに出務していただいているスタッフの皆さんに

もこの場を借りて感謝申し上げます｡

さて､ 東京オリンピックも開催が決まりましたが､ 皆さんＳО (スペシャルオリンピック

ス) をご存知でしょうか？1963年６月にジョン・Ｆ・ケネディの妹のユーニス・ケネディ・

シュライバーが自宅の庭を開放して35人の知的発達障害のある人たちを招いてデイキャンプ

を行ったのが始まりと言われています｡ その中でスポーツプログラムとともに､ アスリート

の健康維持や改善のために大会毎に行われるプログラムをヘルシーアスリートプログラム

(HAP) と言います｡

大会等でアスリートが集まった際に､ 競技会場の近くに専門医が集まり眼､ 歯､ 耳の診断

と栄養指導等を行うと共に､ 必要であればメガネ､ サングラス､ マウスピース等の作製を行

います｡ 歯科においてはＳＳ (スペシャルスマイル) と言う部門で健診や保健指導等の担当

をします｡

2005年冬季世界大会がアジアでは初めて長野で行われました｡ 2006年11月には熊本でもナ

ショナルゲームが行われ､ ボランティアの歯科医師・歯科衛生士・歯科衛生士専門学院の皆

さんにお手伝いただき無事終了することができました｡ その後のアンケート調査においても

参加して良かったとの結果が多数を占めました｡ ＳОの活動は県下において各地区で行われ

ています｡ 皆さんも是非ご参加ください｡

ＳО日本名誉理事長の細川佳代子さんが監修し､ 世界的指揮者の小林研一郎さんが知的障

がい者とのオーケストラの練習から公演までの心の交流と東北の大震災についての思いを描

いた ｢天心の譜｣ と言うドキュメンタリー映画がこのほど完成し､ 県下でも各地で上映され

ています｡ その収益は全てＳОの活動に寄付されます｡ 機会がありましたら是非ご鑑賞いた

だけたらと思います｡

次年度も高齢者・障がい者関係の委託事業に関しまして各郡市にご協力をいただかないと

いけない事になりそうです､ 会員の先生方のご理解とご協力を何卒よろしくお願い致します｡
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１月29日(水) 午後７時より県歯会館第１会議室において浦田会長他全役員､ 伊藤学院長出席
のもと議長を浦田会長､ 議事録署名人を久々山､ 西野両監事として第8回理事会が開催された｡

����������
演会 (荒尾市､ 上益城郡､ 阿蘇郡
市)

医療対策：医療相談・苦情事例報告､ 医療安
全関係実務担当者研修会

センター・介護：在宅歯科医療推進事業打合
せ

総務・厚生・医療管理：がん連携 (医師・看
護師向け) 講演会､ 県がん患者医
科歯科連携事業・連携講習３ (荒
尾市)､ 病診連携協議会､ 九州・
山口口腔ケアシンポジウム

学 院：学院臨床実習場反省会､ 学院役職
員会､ 学院運営審議会､ 学院創立
50周年記念講演会

国保組合：全協理事会､ 九歯連役員会・協議
会､ 九州各県国保事務担当者連絡
会

４４.. 報報告告事事項項
１. 退会会員
・故 井手尾靖子会員(終身会員／八代)90歳

平成25年12月17日ご逝去
・故 奥田 實会員(終身会員／熊本市)99歳

平成25年12月25日ご逝去
・故 岩崎 俊亮会員

(終身会員／人吉市)85歳
平成26年１月５日ご逝去

２. 平成26年４月１日以降に70歳に達する被
保険者の一部負担
生年月日が昭和19年４月２日以降の高齢者
の一部負担金割合が､ 翌月以降の診療分が２
割となることについて､ 一部負担金の徴収の
際には必ず高齢受給者証に記載してある一部
負担金割合を確認するよう､ 会員へ通知して
いる旨の報告がなされた｡
３. フィリピン台風被害支援募金
標記募金について､ 会員47名から260,000
円の募金があり､ １月17日に日歯に送金した
旨の報告がなされた｡
４. 日歯の朝日新聞記事 (歯科医院ポイント
制) への対応
保険診療による治療代のポイント還元制度

１. 開会：中嶋副会長
２. 挨拶：浦田会長

年頭所感においても述べましたが､ 昨年ほ
ど､ 医科・歯科連携事業として他業種との連
携が進んだことは今までになかったものと思
います｡ 今年は､ それを更に着実なものにし
ていく必要があり､ また新たな取り組みも始
めていきたいと考えています｡ 課題も山積み
していますが､ 今後の歯科医療を考えると､
他業種との連携事業は必要な取り組みだと確
信をしておりますので､ 会員の先生方には各
事業を丁寧に説明し､ ご理解とご協力をお願
いしながら進めていくつもりです｡ また､ む
し歯予防対策事業における学齢期の児童・生
徒へのフッ化物洗口事業も大きく前進し､ フッ
化物洗口の導入校も著しく増加しています｡
このように一気に良い方向に向かっている
ときこそ､ 気を引き締めて事業を進めていか
ねばなりません｡
今年は午年ということで､ この良い流れを
駆け抜けるように､ 事業を一気に進めていき
たいところですが､ 充分に検討しながら､ 一
歩一歩､ 確実に進めていくことが大切だと思っ
ていますので､ 引き続き､ 先生方のご協力を
宜しくお願い致します｡

３３.. 会会務務報報告告
総 務：第７回理事会､ 第13､ 14回常務理

事会､ 各郡市会長・専務理事連絡
会議､ 九州地方社会保険医療協議
会熊本部会､ 九州各県専務理事会､
県医療・保健・福祉団体協議会臨
時理事会､ 自民党党大会､ 新型イ
ンフルエンザ発生時における特定
接種に関する説明会

学 術：第18回熊本県歯科医学大会､ 日歯
生涯研修事業再検討委員会､ 第４
回日歯学術・生涯研修委員会

社会保険：保険個別指導､ 社会保険個別相談
会､ レセプトチェックセンター､
九州厚生局・県庁との打合せ

地域保健：徳島県歯会・早産予防対策講演会､
都道府県地域保健・産業保健・介
護保険担当理事連絡協議会

広 報： ｢熊歯会報｣ １月号校正､ ２月号
編集

学校歯科：むし歯予防の学習会､ むし歯予防
うがい液 (フッ化物洗口) の有効
性に関する学習会､ 県学校保健会
合同研修会､ 県PTA教育振興財
団審査委員会､ 学齢期歯科保健講
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を日歯が容認しているかのような記事が掲載
された件について､ これは本来の意図とは明
らかに異なるもので､ 日歯より記事を掲載し
た朝日新聞社へ適切､ 且つ正しい情報を掲載
するように申し入れを行なっていること､ 並
びに同問題に対する日歯の見解を日歯ウェブ
サイトへ掲載するとともに､ 都道府県歯科医
師会へ周知依頼がなされていること等の報告
がなされた｡
５. 本会共済互助制度死亡給付金の受取人
会員の死亡による本会共済互助制度の死亡
給付金の受取人についての報告がなされた｡
また､ 給付金受給権者の確認､ 調査の必要性
と､ よりよい制度となるよう規定の見直しも
含めて今後検討する｡
６. 平成25年度代議員会における古希会員表
彰者及び九地連会員表彰者
古希会員表彰者及び九地連会員表彰者の紹
介､ 並びに､ 代議員会で配布する古希会員表
彰者名簿に授与基準である ｢年齢70才以上の
会員で､ 会員在籍年数が30年以上の者｣ を明
記する旨の報告がなされた｡
７. ビスフォスフォネート系薬剤の起因によ
る顎骨壊死の調査結果
歯科を標榜している病院を対象に行なった
アンケート調査結果についての報告がなされ
た｡ 今回のアンケートは､ 回答率が高いとは
いえない結果であったため､ 未回答の病院に
再度アンケートを依頼するか等を今後の検討
課題とし､ 新たな調査結果が得られた際には
改めて報告する｡
８. 委員会事業企画
・センター・介護委員会
｢高齢者の口腔ケア研修会 (課題)｣
開催予定時期：平成26年７月５日(土)

午後３時～５時
９. 会計12月末現況
10. その他
○追加報告１
｢フッ化物洗口県民啓発用DVDの盤面・

ジャケットのデザインについて｣ (加藤理事)
○追加報告２
｢大阪府の病院における院内感染・死亡記

事について｣ (渡辺専務理事)

５５.. 連連絡絡事事項項
１. 熊本県地域医療支援機構設立記念シンポ
ジウムの出席者
宮坂副会長､ 渡辺専務理事が出席､ 対応す
ることとした｡
２. ２月行事予定

６６.. 承承認認事事項項
１. 新入会員の承認 (承認)
第１種会員２名の入会を承認した｡
※平成25年度 入会状況 (１月末現在)
第１種16名､ 第２種４名､ 第３種４名
２. 名義後援使用許可 (承認)
・受動喫煙症を考える会／くまもと禁煙推進
フォーラム
・第15回九州ブロック介護老人保健施設大会
in熊本／熊本県老人保健施設協会
・第32回熊本春節祝賀会／熊本県日中協会
名義後援使用許可について､ すべて承認す
ることとした｡

３. 熊本県体育協会からの免税募金依頼 (承
認)
例年通り免税募金 (10万円) を行なうこと
とした｡

７７.. 議議題題
１. 平成25年度第２回臨時代議員会会務報告
(承認)
各所管において､ 再度確認の上､ 追加・修
正等を行なった後に次回理事会に議題として
上程し､ 最終決定することとした｡
２. 平成25年度熊本県歯科医師会会計収支補
正予算書 (案) (承認)
原案通り承認し､ ３月の臨時代議員会に議
案として上程することとした｡
３. 平成26年度熊本県歯科医師会会計収支予
算書 (案) (承認)
原案通り承認し､ ３月の臨時代議員会に議
案として上程することとした｡
４. 会員懇談会の次第 (承認)
平成26年３月15日(土) 午後５時 (臨時代
議員会終了後) より開催する会員懇談会の次
第案について､ 原案通り承認した｡ なお､ 開
催にあたり事前に出席者数を把握しておく必
要があるため､ 会員への開催通知を行なう際
に併せて出席確認も行うこととした｡
５. 諸規則・規程改正検討臨時委員会 (案)
の設置 (承認)
同委員会の設置､ 並びに構成委員について､
原案通り承認した｡
６. 本会役員が県外他団体から講演を依頼さ
れた場合の旅費・日当・宿泊費支給内規の
制定 (承認)
原案通り承認した｡ なお､ 旅費・日当支給
規程については､ 今後諸規則・規程改正検討
臨時委員会において検討することとした｡
７. 本会・学院エレベーターの保守契約業者
(承認)
原案通り承認した｡
８. 平成26年度年間行事予定 (案) (承認)
原案通り承認した｡
９. 特定接種に関する医療機関等の登録 (承
認)
新型インフルエンザ発生時の特定接種に関
する医療機関等の登録事務への対応､ 特定接
種登録医療機関の推薦について､ 概要説明が
なされ､ １月30日付で各郡市歯科医師会会長､
並びに専務理事へ､ 説明資料を送付するとと
もに､ 文書にて登録依頼を行なうこととした｡
10. 第18回中規模県歯科医師会連合会提出協
議題の回答 (承認)
原案について､ 一部修正の上､ 本県の回答
として提出することとした｡
11. その他
○追加議題 ｢第18回中規模県歯科医師会連
合会提出協議題の回答について｣ (承認)

８８.. 協協議議事事項項
１. 時局対策

９９.. 監監事事講講評評
久々山監事より､ 本年度も残り２ヶ月となっ
た為､ 執行率に留意しながら会務を進めてほ
しいとの講評がなされた｡

1100.. 閉閉会会：：宮宮坂坂副副会会長長 (広報 加� 久雄)

�
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12月14日(土) に､ 九州地区連合歯科医師

会主催の医療管理担当者会が､ 沖縄県歯科医

師会館にて開催された｡ これは､ もともと同

年10月５日に開催予定だったものが､ 台風の

ため延期されたものである｡

日本歯科医師会より瀬古口精良常務理事に

ご出席いただいた｡ 九州各県からは２名ずつ

担当の先生方が出席され､ 本県からは牛島隆

常務理事と厚生・総務・医療管理委員会宮井

祐副委員長が出席した｡

沖縄県歯会比嘉良喬会長の挨拶の後､ 瀬古

口常務理事より日歯会務報告があった｡

まず､ ｢新型インフルエンザ等対策特別措

置法関係について｣ の報告があった｡ 新型イ

ンフルエンザ流行の際､ ワクチン接種優先医

療機関に歯科医師が含まれていないことが問

題であるが､ 平成25年４月12日付で日歯が内

閣総理大臣指定公共機関として指定を受けた

旨の報告があった｡ 現在､ 業務計画の策定作

業中とのことである｡ ｢歯科医療関係者感染

予防講習会について｣ では､ 歯科医療従事者､

患者が安心して歯科医療を受けられることを

目的に25年度は全国６会場で実施することに

なっているとの報告があった｡ ｢医療法第25

条第１項に基づく立入検査について｣ では､

厚生労働省医政局長から､ ６月10日付で立入

検査実施について通知が有り､ 検査は厳格か

つ適正に行われる､ と報告があった｡ その他､

｢アマルガム使用削減のあり方検討会設置｣､

｢第19回医療経済実態調査 (平成25年実施)

の結果報告に関する分析｣ の報告があった｡

その後協議に移った｡ まず､ 平成25年度九

州各県歯科医師会の医療管理関係事業計画及

び予算についての報告があり､ 次に各県提出

議題についての回答報告､ 及び協議が行われ

た｡ 本県は､ ｢ビスフォスフォネート製剤投

与患者｣ に対して､ 注射薬に対する注意喚起

の対応について質問し､ また顎骨壊死の実態

調査を行っている県があるか質問を行った｡

また各県より日歯への要望・質問等が出さ

れ､ 本県は ｢消費税率引き上げによる今後の

対応について｣ との質問を提示した｡

白熱した議論が午後２時から５時過ぎまで

続いたが､ 大分県歯会長野敏朗理事が次回開

催県の挨拶をされ､ 沖縄県歯会加藤進作専務

理事が閉会の辞を述べられ､ 無事終了した｡

(総務・厚生・医療管理 宮井 祐)

白熱した議論が続いた

―九州各県医療管理担当者会―

｢ビスフォスフォネート製剤投薬患者｣
について質問

���������� �� ������ � �
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12月21日(土) 午後４時より､ 県歯会館４
階大ホールにおいて約130名の受講者を集め
て標記講演会が開催された｡
始めに､ 中嶋副会長から ｢ナイトガードと
いう患者様にとって必要かつ感謝して頂ける
治療法を積極的に取り入れていきましょう｣
という本講演会の趣旨説明を兼ねた挨拶の後､
牛島隆常務理事を講師としてお迎えし､ 講演
会がスタートした｡
内容は､ まず､ 歯を失う要素としてカリエ
ス､ ペリオ等と並ぶほど重要な問題として破
折が挙げられるということ｡ そしてその原因
は､ “力”の影響によるものと言えるという
ことであった｡ ただ一口に“力”と言っても､
欠損歯列の要素 (欠損形態､ 受圧加圧条件､
荷重負担)､ 力を与える側の要素 (ブラキシ
ズム､ 噛み癖､ 咬合力)､ 力を受ける側の要
素 (歯周組織の健康度､ 残存歯質の量と質)､
宿主の要素 (セルフコントロール､ 抵抗力)､
解剖学的要素 (歯根形態､ 咬合関係) 等を考
慮しなければならないが､ 特に問題となるの
は､ 力を与える側の要素のうち､ 非機能運動
でしかも無意識に起こるブラキシズムである｡
ブラキシズムは次の三つのタイプに分ける
事ができるが､ それぞれのタイプにより微妙
に異なる兆候がある｡
①グラインディングタイプ (広い運動範囲で
多方向､ ギシギシ音がする) として､ 全体
的な歯牙の磨耗､ 前歯切端が直線的､ アブ
フラクション(WSD)多い､ 犬歯の磨耗大
②クレンチングタイプ (噛みしめるだけor中
心咬合位付近で小さく動かす) として､ 骨
隆起､知覚過敏､修復物脱離多い､第二大臼
歯遠心頬側咬頭の磨耗､ 頬・舌粘膜の圧痕
③ナッシングタイプ (狭い範囲で一定方向､
ギリギリ音がする) として､ 犬歯・小臼歯
尖端の磨耗､ 知覚過敏､ アブフラクション
(WSD)
上記のような症状､ 所見がいくつか認めら
れるのであれば､ ブラキシズムを疑う必要が
ある｡ そして､ 問診等も行い患者様の同意を
得た上でスプリントを作製する事は､ 患者に

とっても､ 歯科医師にとっても非常に有意義
である｡
また､ ナイトガードの作製は､ 技工所に依
頼することももちろん可能だが､ 歯科医師が
作製する事も比較的容易である｡ その作製方
法は､ シートを熱で軟化して､ 吸引もしくは
加圧して模型に圧接し成型する｡ シートには
様々な材質､ 厚みがあるが､ 柔らかいものは､
噛みしめを強めてしまうことがあるので注意
を要するとの事であった｡
この後､ 社保委員会清水雅英委員長よりナ
イトガードの保険請求やカルテの書き方等に
ついての説明が行われた｡ まず､ 保険請求に
関しては､ ブラキシズム単独の病名で歯管の
算定ができる事｡ また､ 乳歯列や混合歯列で
も問題なくできること｡ それから､ 未装着請
求も可能であり､ ブラキシズム病名での咬合
調整もできるとの事であった｡ また注意点と
しては､ ナイトガードの修理や調整料は算定
できない､ したがって未装着請求の時は装着
料を引くこと｡ そして､ BrxとＰの咬調は別
途算定できないことが解説された｡
次に､ カルテについては､ 症状､ 所見､ 診
断結果､ 装置の種類､ 治療経過装着後の状況
まで記載し､ レセプトについては､ 点数は
｢その他｣ の欄に記載し､ アクチバトール式
の場合は､ 摘要欄に理由を記載するとの事で
あった｡
以上､ 合わせても２時間弱の講演だったが
非常に内容の濃い､ 講演会であった｡

(社会保険 井口 泰治)

寒い日にもかかわらず盛況となった講演会

力の影響を考えよう！���������� �� �� ―社保講演会―

知っておきたい“力”のこと― ブラキシズムを中心に
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１月11日 (土) 午後４時より熊本市医師会

館において熊本県がん患者医科歯科医療連携

事業講演会が開催された｡ 講演会には会員の

みならず､ 熊本県内のがん拠点病院､ 行政の

方々の､ 数多くの参加があった｡

八木常務理事の司会進行で講演会が始まっ

た｡ 最初に浦田会長より､ ｢今日の講演会を

通して医科歯科連携において患者さんのため

にさらに何ができるか考えていきたい｣ と開

会の挨拶があった｡

ひき続き滋賀県甲賀保健所長井下英二氏に

よる特別講演 ｢がん対策の基本的理解と医科

歯科連携の大切さ｣ が行われた｡ 講演では､

がん対策基本法､ がん検診の意義・重要性に

ついてから始まった｡ そして､ がん治療に伴

う口腔合併症は様々であるがその中でも特に

口腔粘膜炎に対する口腔ケアが口腔内疼痛・

出血の緩和や感染予防に有効であり､ さらに

化学療法開始２週間前までに歯科チェック・

処置を終了させておくことが推奨されるなど

医科歯科連携の重要性について述べられた｡

次に実績報告 ｢がん連携の実際｣ －モデル事

業を通して－として

① ｢がん治療と歯科との関わり｣

熊本県歯科医師会 常務理事 牛島 隆

② ｢当院における周術期口腔機能管理の取

り組みと課題｣

国立病院機構熊本医療センター

歯科口腔外科部長 中島 健

③ ｢済生会熊本病院における医科歯科連携

の取り組み｣

済生会熊本病院 外来看護師 (がん化学

療法看護認定看護師) 東 小織

④ ｢医科歯科連携の外来での運用の実際｣

熊本赤十字病院 腫瘍内科副部長

采田志保

が行われた｡

これは平成25年４月より始まったがん患者

医科歯科医療連携事業におけるモデル事業の

報告であり昨年11月末までにおいて紹介患者

は158名だったとのことである｡

今後､ 周術期患者はますます増加すると考

えられ､ 口腔機能管理の需要も増加する｡ 手

術前後の周術期口腔管理が重要であると報告

があった｡

最後に牛島隆常務理事よりがん連携事業内

容説明があった｡ 今後､ がん連携登録歯科医

師育成に関しても､ 厚生労働省の事業として

の位置付けとなり､ 全国統一ナショナルテキ

ストも作成され､ さらに４月から熊本県内の

さらに多くのがん拠点病院との連携協定が予

定されていると結ばれた｡

(総務・厚生・医療管理 池嶋 由希)

口腔粘膜炎に対する口腔ケアは有効

―熊本県がん患者医科歯科医療連携事業講演会―

患者さんのために
医科歯科連携が重要

���������� �� ������ � �
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����� 郡市会報告

―会員＆家族新年会―

�����
１月10日(金) 午後７時30分より ｢ホテルヴェ

ルデ｣ にて荒歯会会員＆家族新年会が行われた｡
これは会員とその家族相互で交流の場を持ち､

絆を深めていきたいという趣旨で昨年より復活
した厚生事業である｡ 当日はインフルエンザの
流行や子供さんの受験準備などと重なって､ 昨
年より若干少なめの参加人数となった｡ 山本会
長の挨拶､ 坂田光輝会員の発声での乾杯の後､
祝宴へと移った｡
祝宴は開始直後からのりの良さで定評のある

本会会員のお陰もあって､ 奥様同士の談笑もあ
ちこちで聞かれ､ また食後､ 広い会場内を元気
に走り回るお子さんがいたりといつもの祝宴と
はひと味違った､ 終始温和な雰囲気で続き､ ア
トラクションのビンゴゲーム､ 参加者全員での
記念撮影､ 馬場一英会員の一本締めでお開きと
なった｡
以前､ 行われていた家族新年会の頃と参加会

員の顔ぶれは変わり､ 若手会員にとっては画期

的な祝宴に感じてもらえただろうし､ また古参
会員にとっても古き良き時代の荒歯会を回顧で
きる有意義な時間を共有できたのではないだろ
うか？
最後に昨年１月から本会の事務全般を担って
くれている久島事務員の紹介もあったことも併
せて報告する｡

(坂田 輝之)

家族とともに有意義な時間を共有

荒尾市歯科医師会

―新年会―

��������������
１月11日(土) 午後５時より ｢セレクトロイ

ヤル八代｣ ２階マーシーホールにおいて､ 恒例
の八代歯科医師会新年会が開催された｡ 司会進
行は昨年同様中山専務理事が担当し､ 厚生委員
会の木原理事の開会挨拶により新年会の幕が開
けた｡ 参加会員中10名が奥様やお子様を同伴で
参加しており､ いつもの会合の時より正月らし
く和やかな雰囲気を醸し出していた｡ 続いて中
川会長の新年の挨拶があり､ ４月からの点数改
定のこと､ 消費税率のアップなどあまり良い話
題がないが､ 気分一新頑張ってスタートしましょ
うと会員へのハッパをかけ若々しさをアピール
し､ 会場から大きな拍手を受けた｡ また県歯よ
り来賓として参加された中嶋副会長の挨拶と浦
田会長のお祝いの言葉の代読があった｡ そして
上三垣会員の乾杯の挨拶の後､ 待ちに待った宴
会に突入した｡
例年通りビュッフェスタイルで食事が始まり､

料理のテーブルの周りでは皆が集まり新年の挨
拶をするのもまた例年通りの風景である｡ 大皿
料理以外にもアラカルトでシェフがその場で焼
くステーキやお寿司､ 中華そば､ カレーなども
あり､ 皆舌鼓を打った｡ 宴会の途中では歯科医
師会の１年を振り返る木原理事と厚生委員会の

力作のフォトアルバムの上映会が始まり､ 頑張っ
た姿､ だらしない姿､ 家族には見せられないよ
うな姿などが上映され､ 笑いとともに盛り上が
りを見せた｡ 上映会後は毎年お楽しみの抽選会
があり､ 厚生委員の方々の進行により大小様々
な景品が当選者に渡され､ 歓声とともに自宅へ
のお土産もでき皆さん満足そうだった｡
楽しい時間はあっという間に終わりに近づき
閉会の時間となった｡ 上田忠会員の発声のもと
全員で正式な万歳三唱をし､ 上田龍吾副会長の
挨拶により閉会となった｡ 明るく楽しい新年会
のおかげで､ 今年も明るく楽しいスタートとなっ
た｡ (宮� 修一)

八代歯科医師会

ズラリ並んだ豪華景品の前で…パチリ
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12月21日(土)､ 午後６時より練兵町の ｢仲む

ら｣ にて､ 上益城郡歯科医師会の忘年会が会員
の多数参加のなか行われた｡ 当日の熊本市内は､
とても寒く､ 小雨まじりの天気であった｡ あい
にくの天気と年末の忘年会シーズンとあって､
熊本市内へ向かう交通機関は､ 大渋滞であった｡
忘年会は､ 清村龍朗専務理事の司会のもと､

進められた｡ まずは､ 玉置孝信会長の挨拶があ
り､ 今年一年を振り返り､ 健康であることへの
感謝と素晴らしさを語られた｡ その後､ 河端憲
司監事による乾杯で宴会はスタートした｡
上益城郡歯科医師会の特徴は､ とにかく､ 和

気あいあいで仲がいい｡ 飲む会員はもちろん､
飲まない会員も入り乱れ､ 終わらない返杯が繰
り返される｡ もちろん､ 無理強いはない｡ 日頃
の診療から解放され､ 会員同志のお酒と会話を
楽しみ､ アッという間に忘年会も終盤｡ 最後は､
寺�恵多朗会員の一本締めにて､ 楽しい和気あ
いあいの忘年会は､ 幕を閉じた｡ 通常､ 上益城
郡歯科医師会の総会や祝い事は郡内の料亭で行
われるが､ 忘年会は会場が熊本市内とあって､

１次会そのままの勢いでほとんどの会員の参加
のもと､ 佐藤昭彦会員の引率にて､ 二次会へ向
かった｡ さながら､ ６月の大阪での臨時総会を
ほうふつとさせた｡
二次会では杯をマイクに持ち替えて､ 紅白歌
合戦に負けじと会員の大合唱？となった｡
また､ 来年も､ 玉置孝信会長が言われる､ 健
康で､ 会員一同が会えることを祈願するばかり
である｡ 健康に感謝！

(工藤 智明)

上益城郡歯科医師会

―新年会―

������������
１月４日(土) 午後５時より天草市､ ｢ホテル
アレグリアガーデンズ天草｣ において､ 天草郡
市歯科医師会新年会が行われた｡ 今年も政界よ
り園田衆院議員､ 安田天草市長､ 天草選出の西
岡・池田・泉３名の県会議員､ 三師会より北岡
薬剤師会長を来賓としてお招きし､ 例年通り豪
華な顔ぶれとなったが､ 今回はさらに､ 会員家
族の出席を勧めたので､ 御令室や御令嬢の参加
があり､ 例年以上の華やかな新年会となった｡
最初に､ ホテルロビーの広間で記念の集合写
真を撮影した後､ 場所を海の見える会場に移し
て新年会が始まった｡
まず山本会長が年頭の挨拶を行い､ その後来
賓の挨拶をいただいた｡ 一時期の不況感はアベ
ノミクスもあって薄らいだとはいえ､ 今春の消
費税アップを控えて今年がどうなるかは不透明
との話があり､ 人口減少が進む天草で何とか光
を取り込みたいとの話もあった｡ また今年はフッ
化物洗口が保育所や小学校で具体的に推進され
るようであり､ 我々歯科医師の活動も増えそう
であった｡
今回の新年会が初めてとなるが会食懇談中に
色々なゲームが行われた｡ 今回参加の夫婦によ
る夫婦意思疎通ゲームや全員参加のジャンケン

ゲームなど色々あったが､ 特にカラシ入りシュー
クリームゲーム (テーブル上のシュークリーム
の中で1個だけカラシ入りで､ それを食べた人
が判定人の目をごまかせればその人に景品進呈)
では最初は若手歯科医師５人の参加だったが､
第２ゲームでは (その場の流れで) 来賓６人に
よってゲームが行われた｡ (結果は泉議員がカ
ラシ入のシュウクリームを食され､ 判定人をご
まかせて景品獲得された｡)
普段は見ることもないような 『楽しい情景』
をみることもでき､ 例年に増して楽しい新年会
であった｡ (内� 祐一)

天草郡市歯科医師会

華やかな新年会

―忘年会―

和気あいあいの上益城郡歯科医師会
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１月11日(土) 午後６時より人吉市の ｢グラ

ンドホテルあゆの里｣ において､ 人吉市歯科医

師会新年会が会員20名の参加にて行われた｡ 今

年は､ 新年会の前に定例会が行われ､ １月５日

にご逝去された岩崎俊亮会員に一同黙祷し､ 故

人の冥福を祈った｡ その後､ 会の連絡事項が伝

えられた｡

定例会後新年会に移り､ 與田会長の挨拶､ 花

田会員の司会進行のもと､ 和やかに始まった｡

今藤隆文前会長への感謝状贈呈と還暦のお祝い

が行われた｡ 懐石料理を囲みお酒も進み､ ビン

ゴゲームに盛り上がりをみせた｡ 昨年の研修旅

行 (博多､ 大相撲観戦) のビデオ披露も行なわ

れ､ 相撲の名場面に釘付けとなる｡ あっと言う

間に楽しい時間は過ぎて最後に会員一同の健康

を祈って万歳にてお開きとなる｡

(御手洗 肇)

人吉市歯科医師会

―人吉市歯科医師会新年会―

與田会長の新年の挨拶

平成25年度第２回臨時代議員会 開催のお知らせ

下記の通り平成25年度第２回臨時代議員会を開催しますのでお知らせいたします｡

記

日時：平成26年３月15日(土) 午後３時～

会場：熊本県歯科医師会館 ４階ホール

このたびの法人制度改革により､ 平成25年度から総会を開催することがなくなりまし

た｡ その代わりとして､ 会務運営・事業計画・予算等の報告並びに会員の皆様のご意見

をお聞きするために標記集会を開催しますのでお知らせいたします｡

記

日時：平成26年３月15日(土) 午後５時開催予定 (臨時代議員会終了後)

会場：熊本県歯科医師会館 ４階ホール

平成25年度会員懇談会 開催のお知らせ
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可撤性スプリントに与えたい咬合接触関係

会員 堀田 浩史(熊本市)
スプリント治療において､ 前回は顎関節や

その周囲組織へ配慮したスプリントの形態に

ついて述べさせていただきました｡ 今回は､

不適切な咬合接触関係が歯や歯周組織､ さら

には全身姿勢に与える影響について情報入手

してみました｡

４. 咬合が歯・歯周組織､ 全身姿勢に与える
影響について
１) ｢咬合と歯・歯周組織｣ に関する情報

早期接触の歯が急性症状を起こしたときは､

咀嚼痛だけでなく知覚過敏症状の出現もよく

経験するところです｡ 咬合性の負担過重が原

因で歯の感覚閾値が低下したと考えられる２

症例について､ 咬合接触状態を改善したこと

で症状が消退したという報告20) や実験的に強

い咬合接触を与えたら多くの歯で電気刺激痛

覚閾値が低下し､ 咬合調整しても元の状態に

戻らないケースがあったという報告21) が見ら

れました｡ なお､ 咬合干渉がブラキシズムの

一次因子となる可能性については､ 現在では

そのような抹消からの入力ではなく中枢性に

発現される生理的な咀嚼筋活動と考えられて

いるそうです22) ｡

２) ｢咬合と姿勢｣ に関する情報

スプリントを用いることによって､ 種々の

慢性疾患 (腰痛・アトピー性皮膚炎・体のバ

ランスなど) が改善するという意見について

は､ 偏りが小さいとされるランダム比較試験

を行った研究は存在しないということです１) ｡

しかしながら､ スプリントを装着することで

姿勢が悪化してもらっても困るので､ 姿勢と

咬合に関連する研究や報告について調べてみ

ました｡

全身姿勢は重心動揺計測を行って評価する

報告を多く見かけます｡ ヒトは知らず知らず

のうちに身体のバランスを保っており､ その

身体のバランスの保持の状態を客観的に表現

したモノが重心動揺だそうです23) ｡

さて､ 咬合と全身姿勢との関連性を研究し

たものでは､ 下顎片側第一大臼歯咬合接触部

位に約500μｍの実験的咬合干渉板を付与し

たら身体の重心動揺が増加したという報告24) ､

咬合干渉により１日で影響が現れ､ 干渉除去

後も直立姿勢維持は１週間以上しないと回復

しないという報告25) ､ 実験的に右足挙上姿勢

で６ｍｍ以上左足挙上姿勢で４ｍｍ以上の下

肢長差を与えると､ 即時に挙上足と同側に全

身バランスが偏位し､ 下肢長差を８ｍｍ以上

にすると最初の咬合接触､ 咬頭嵌合位ともに

即時に全身姿勢の変化と同側に偏位したとい

う報告26) ､ スプリントの調整を進めていくと

調整開始時に比べて全身姿勢が鉛直化していっ

たという報告27) がありました｡ また､ 石井

ら28) は習慣性咀嚼側と身体の重心位置､ 肩の

高さとの関連を調べており､ 重心位置の偏り

と肩の下がっている側はかなり一致し､ 習慣

性咀嚼側もそれと一致する率が高いことを報

告しています｡ その他､ 干渉部位の調整によ

る重心動揺改善症例の紹介や顎位診断による

干渉部位の予測など独自の理論で咬合と全身

状態との関連を著したものもあります29) ｡

これらの報告から､ 咬合干渉が姿勢バラン

スを崩す大きな要因となることが示唆されま

す｡ その一方で､ 姿勢バランスが崩れると咬

合接触関係も変化するようです｡

３) 全身姿勢の評価について

重身動揺計測装置があれば､ 製作したスプ

リントの良否を全身姿勢バランスの観点から

評価できるのかもしれませんが一般的ではあ

りません｡ そこで､ 簡単に姿勢を評価できる

ツールがないか探してみました｡

上記の文献を参考にすると､ 肩の高さの左

右差28) とか下顎がどのような位置に存在する

か29) の観察でスプリント治療対象者の咬合関

係を ｢診る｣ ということになるのでしょうか｡

姿勢分析したサイトの中で､ 正面観､ 側面観､

―種々の文献からの情報― (その２)



【文献】

20) 池田隆志ほか：咬合接触状態と関連があっ
た歯の知覚過敏症.

補綴誌, 31：36-42, 1987.

21) 池田隆志：強い咬合接触が歯の感覚およ
び歯周組織に及ぼす影響.

補綴誌, 31：675-688, 1987.

22) 佐藤貞雄ほか：ブラキシズムの生理学的
意義. ブラキシズムの臨床, 13-22, 2009.

23) 関東神経生理検査技術研究会HP：http：
//www2.oninet. ne. jp/ts0905/maintop.
htm

24) 宮田敏則ほか：顎口腔系の状態と全身状
態との関連に関する研究. 補綴誌, 32：12
33-1240, 1988.

25) 大木一三：咬合と姿勢. 咬合に関する社
会の認識と歯学の進歩, 113-122, 1994.

26) 坂口究：時系列解析による咬合､ 全身姿
勢､ 重心動揺および身体機能の関連性解明.
科学研究費補助金研究成果報告書. 2011.

27) 若城健介ほか：スプリントを介した咬合
力が頭蓋および頸椎に与える影響. 顎顔面
バイオメカニクス学会誌. 11(1), 2005.

28) 石井弘二ほか：全身的要因が顎口腔機能
に及ぼす影響について (その１). 補綴誌,
32：20-27, 1988.

29) 臼井五郎ほか：図説直立動態と心身症状.
産学社エンタプライズ, 東京, 2013.

30) フリーソフトを用いた姿勢分析の検討：
http：//itshiatsu. blogspot. jp/
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鉛直線 (若城ら27) は､ 天井から約150ｇのお

もりをつけた糸をおろしています) を撮影し

た写真から対象者の顎や肩の位置関係を観察

できるソフト (GIMP) を紹介したものがあ

りました30) ｡ どのようなソフトかというと､

撮影した写真をそこに写っている鉛直線に合

わせて回転させ､ 鉛直軸なるものをはっきり

させた上でグリッドを引くというものです

(図)｡ 患者さんの大まかな姿勢を評価するこ

とにより､ 咬合関係における弱点を予測でき

るかもしれません｡ 図に示した患者さんでは､

左側の肩が下がって右側顎角部が左側より下

がっています｡ この患者さんは右下７番の咬

耗が目立ち､ 右上７番に冷水痛と咀嚼痛があ

りました｡ スウィング理論29) 的にはつじつま

が合うような気がするのですが､ …自信あり

ません｡

５. まとめ
外傷力とならないスプリントを装着するた

めには､ 咬合干渉の回避､ 対合歯や顎関節を

守るようなガイド付与､ 咬合等に変化が起き

ていないかの定期管理を行う必要性を個人的

には感じた次第ですが､ 皆さんはいかがでし

たか？

参考文献に関して､ 説明不足となった部分

も多い文章になったことをお詫びいたします｡

内容の詳細は各文献をを参考にしていただけ

れば幸いです｡

(重心動揺と

口腔内臨床所

見との関連性

については､

もう少し勉強

してからまた

の機会にご報

告できればと

思っておりま

す｡)

図 GIMPというソフトを使って
加工した写真
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24�23 薬王寺�24 最御崎寺�25 津照寺�26 金剛頂寺�27 神峯寺�28 大日寺�29 国分寺�30 善楽寺�31 竹林寺�32 禅師峰寺�33 雪蹊寺
�34 種間寺�35 清滝寺�36 青龍寺�37 岩本寺�38 金剛福寺�39 延光寺�40 観自在寺�41 龍光寺�42 仏木寺�43 明石寺

香 川

徳 島

高 知愛 媛

足摺岬
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高知市内��大日寺の大みそかの様子

四国からの帰りはこの八幡浜･別府フェリーで３時間 (1/5)

遍路道は山道が多い｡ １日６～８時間走歩するので
重さ８㎏のリュックが肩にくい込んでくる｡
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� � 謹んでご冥福をお祈り申し上げます｡

奥田 實 先生
平成25年12月25日 ご逝去 99歳

郡 市 名：熊本市

入会年月日：昭和15年10月１日

岩崎 俊亮 先生
平成26年１月５日 ご逝去 85歳

郡 市 名：人吉市

入会年月日：昭和31年２月12日

南川 剛寛
(ミナミカワ タカノリ)

合志市須屋2533-5
みなみかわ
歯科クリニック

①自身の医院の開業準備､ スタッフ患者
さんへ還元できるような医院の経営､
地域に信頼される医院づくり
②地域に根ざして､ 長くかかわっていく､
子供から高齢者までみれる総合的な歯
科診療｡
③・インプラントに偏らない天然歯保存､

義歯へのこだわり
・消毒滅菌関係設備
④福岡県で開業しておりましたので日歯・
県歯にも入会しておりました微力なが
ら会の為にできることをやらせて頂き
たいと思います｡

第第１１種種会会員員
三隅 一公
(ミスミ イッコウ)

上益城郡嘉島町
大字上島2187番地11
イッコウ歯科医院

①・エンド治療全般
・接着修復
②・患者様が何を求めているかを受け取
ること｡ 押し付けの治療にならないこと｡
③あえて言えば患者様と歯科医師､ スタッ
フが双方向に楽しくお話できるような
“サロン”の様な空間または雰囲気｡ そ
れと精度の高い治療の両立が特色という
よりは目標としています｡
④地域の患者様のために誠心誠意向き合っ
て､ 少しでも貢献できるよう努力してい
きたいと考えております｡ どうぞよろし
くお願い致します｡

①今もっとも関心のあることは何ですか｡
②自分が希望する歯科診療とはどのよう
なものですか｡

③他の歯科医院にはない自分の医院の特
色を教えてください｡

④今後の抱負は何ですか｡

井手尾靖子 先生
平成25年12月17日 ご逝去 90歳

郡 市 名：八代

入会年月日：昭和40年９月24日
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会 務 報 告 自 平成25年12月19日
至 平成26年１月26日

所管 日付 摘要 出席

総 務

12月19日
故井手尾靖子会員 (八代) 告別式弔事奉呈 (八代市) 浦田会長
くま歯キャラバン隊 (天草郡市) (ホテルサンロード) 受講者：29名 金本社保副委員長
ＲＫＫ ｢イエス！マイドクター｣ 収録 (ＲＫＫ熊本) １月14日 (火) 放送分 松本理事

20日 ＲＫＫ ｢ミミー号｣ 収録 １月６日 (月) 放送分 宮坂副会長
21日 月次監査 11月末会計現況監査 久々山・西野監事
22日 九州各県事務職員研修会 (第１日目) (沖縄県歯会館) 澤田事務局長他３名
23日 九州各県事務職員研修会 (第２日目) (沖縄県歯会館) 澤田事務局長他３名

24日

県へき地保健医療対策に関する協議会 (熊本テルサ) 井上理事
ＲＫＫ ｢イエス！マイドクター｣ 収録 (ＲＫＫ熊本)
１月17日 (金) 放送分
内容：平成25年度地域医療・在宅医療広報啓発事業

宮坂副会長

25日

九州地方社会保険医療協議会熊本部会 (熊本市国際交流会館) 中嶋副会長

第７回理事会
【協議事項】 (１) 新入会員の承認 (２) 名義後援使用許可

(３) 会費・負担金減免申請の承認 ほか
【議題】 (１) 九地連協議会の提出協議題

(２) 平成26年度各委員会の事業計画案並びに予算案
(３) 平成26年度会費及び負担金の賦課額・賦課率並びに徴収方法案 ほか

【議事】 (１) 平成25年度日本歯科医師会災害歯科コーディネーター研修会
(２) 時局対策

浦田会長他全役員､ 伊東学院長

27日
故奥田實会員 (熊本市) 告別式参列 (熊本市) 浦田会長
仕事納め式 浦田会長

１月６日
仕事始め式 浦田会長､ 渡辺専務理事

新年挨拶廻り (県庁､ 熊本市役所)
浦田会長､ 小島副会長､ 八木常務理
事､ 澤田事務局長

７日

第13回常務理事会
(１) 特定接種に関する医療機関等の登録
(２) 平成25年度中規模県歯科医師会連合会の提出協議題
(３) 平成26年度の年間行事予定

浦田会長他常務理事以上全役員

８日
故岩崎俊亮会員 (人吉市) 告別式弔事奉呈 (人吉市) 渡辺専務理事
熊本民事調停協会新年会 (ＫＫＲホテル熊本) 前野会員

９日
ＲＫＫ ｢イエス！マイドクター｣ 収録 (山鹿市) １月22日 (水) 放送分
内容：訪問歯科診療

宮坂副会長

10日 熊本市歯会中央支部新年会 (ホテル日航熊本) 浦田会長､ 渡辺専務理事

11日
九州各県専務理事会 (宮崎観光ホテル) 渡辺専務理事
八代歯会新年会 (セレクトロイヤル八代) 中嶋副会長

14日
会計打合せ Ｈ25年度補正予算､ Ｈ26年度予算打合せ 八木常務理事
佐賀県歯科医師会役員との打合せ 会館建設についての質問 浦田会長､ 小島副会長

16日 県医療・保健・福祉団体協議会臨時理事会 (県医師会) 浦田会長
17日 日本歯周病学会第６回九州地区臨床研修会実行委員会 井上理事

18日

山鹿市歯会新年例会 (山鹿寿三ホテル) 宮坂副会長
阿蘇郡市歯会新年会 (阿蘇市) 八木常務理事
熊本市歯会新年懇親パーティー (熊本全日空ホテルニュースカイ) 小島副会長､ 澤田事務局長

自民党県連主催夕食懇談会 (品川プリンスホテル)
浦田会長､ 渡辺専務理事､ 久々山監
事

菊池郡市歯会新年会 (熊本市) 牛島常務理事

19日 自民党党大会 (グランドプリンスホテル新高輪)
浦田会長､ 渡辺専務理事､ 久々山監
事

20日
第２回県後期高齢者医療運営協議会 (県市町村自治会館) 中嶋副会長
国保診療報酬審査委員会新年会 (ホテルキャッスル) 浦田会長

21日 公益法人等役職員研修会 (県庁) 岡・宮�係長
22日

新型インフルエンザ発生時における特定接種に関する説明会 (日歯会館) 田上常務理事
協会けんぽ健康保険委員交流会 (グランメッセ熊本) 澤田事務局長
第14回常務理事会
(１) 新入会員の承認 (２) 平成25年度第２回臨時代議員会会務報告
(３) 平成25年度熊本県歯科医師会会計収支補正予算書案 ほか

浦田会長他田上・牛島常務理事を除
く常務理事以上全役員

24日 玉名郡市歯会新年会 (司ロイヤルホテル) 中嶋副会長､ 渡辺専務理事

25日

第２回各郡市会長・専務理事連絡協議会
(１) 県がん患者医科歯科連携事業 (２) 大規模災害時対策事業
(３) 在宅歯科医療推進事業 ほか

浦田会長､ 小島副会長､ 渡辺専務理
事､ 田上・八木・牛島常務理事､ 大
林・松本理事

月次監査 12月末現況監査 久々山・西野監事
26日 県歯剣道部新年会 (熊本市) 浦田会長

学 術

12月20日 学術委員会 (１) １／26熊本県歯科医学大会 (２) メーリングリスト 井上理事､ 堀川委員長他全委員
26日 日歯生涯研修事業再検討委員会 (日歯会館) 牛島常務理事

１月17日
学術委員会
(１) ２／９松風共催講演会スケジュール (２) 平成26年度学術関係事業計画書

井上理事､ 堀川委員長全委員

22日 第４回日歯学術・生涯研修委員会 (日歯会館) 牛島常務理事

26日
第18回県歯科医学大会
出席者：213名
講師：愛歯技工専門学校長 桑田正博先生

浦田会長､ 牛島常務理事､ 井上・椿
理事､ 堀川委員長他４委員

社会保険

12月21日

社会保険講演会
受講者：130名
演題：知っておきたい“力”のこと－ブラキシズムを中心に－
講師：牛島常務理事

中嶋副会長､ 田中・椿理事､ 清水委
員長他12委員

社会保険委員会 (１) 会員向け発行物 (２) 指導立ち合い､ 個別相談会日程
(３) 保険診療ハンドブック

中嶋副会長､ 田中・椿理事､ 清水委
員長他12委員

１月６日 レセプトチェックセンター 相談者：２名 (来館・１名､ 電話・１名) 田中理事
９日 社会保険小委員会 (１) 個別指導立ち合い時注意事項 椿理事､ 清水委員長他６委員
16日 保険個別指導 (ＫＫＲホテル熊本) 金本副委員長



熊歯会報 Ｈ.26.２

18

所管 日付 摘要 出席

社会保険

１月17日 九州厚生局・県庁との打合せ
浦田会長､ 中島副会長､ 渡辺専務理
事､ 田中・椿理事

25日

社会保険個別相談会 相談者：１名 桐野・橋本副委員長他１委員
社会保険委員会
(１) 会員向け発行物 (２) 指導立ち合い､ 個別相談会日程
(３) 都道府県社保担当者会 ほか

中嶋副会長､ 田中理事､ 清水委員長
他11委員

地域保健
１月８日

地域保健委員会
(１) 糖尿病・歯周病医療連携事業 (２) 標準的な成人歯科健診
(３) 各郡市地域保健担当者会

田上常務理事､ 川瀬委員長他６委員

19日 徳島県歯会・早産予防対策講演会 (徳島県歯会館) 田上常務理事
22日 都道府県地域保健・産業保健・介護保険担当理事連絡協議会 (日歯会館) 田上常務理事､ 松本理事

広 報

12月19日 県健康づくり推進課との打合せ 田上常務理事､ 大林・加藤理事

20日
在宅医療広報事業打合せ 宮坂副会長
広報小委員会 (１) 会報１月号・第１回校正 加藤理事､ 佐藤委員長他３委員

26日 広報小委員会 (１) 会報１月号・第２回校正 加藤理事､ 佐藤委員長他１委員
１月15日 広報委員会 (１) 会報２月号・編集 加藤理事､ 佐藤委員長他全委員
21日 テレメッセ打合せ (１) ２月27日 (木) 放送分 加藤理事
22日 広報小委員会 (１) 会報２月号・第１回校正 加藤理事他３委員

学校歯科

12月19日
むし歯予防の学習会 (宇城市保健福祉センター)
主催：ＮＰＯ法人子育て支援ワーカーズポぺぺぺらん

東田会員

県ＰＴＡ教育振興財団審査委員会 (県総合福祉センター) 西野監事

20日
むし歯予防うがい液 (フッ化物洗口) の有効性に関する学習会 (ＪＡ阿蘇一の宮中央支所)
主催：ＪＡ熊本中央会

宇治委員

21日
むし歯予防の学習会 (菊池市西部市民センター)
主催：ＮＰＯ法人子育て支援ワーカーズポぺぺぺらん

高橋会員

１月７日
歯及び口腔の健康づくり指導 (美里町立砥用小学校)
美里町教職員対象フッ化物洗口研修会

大林理事

11日
むし歯予防の学習会 (玉名市福祉センター)
主催：ＮＰＯ法人子育て支援ワーカーズポぺぺぺらん

大林理事

16日 県学校保健会合同研修会 (くまもと森都心プラザホール) 浦田会長､ 大林理事
16日 県ＰＴＡ教育振興財団審査委員会 (県総合福祉センター) 西野監事

17日

学齢期歯科保健講演会 (荒尾シティーホール)
受講者：147名

大林理事､ 田畑委員､ 山本会長・中
村会員 (荒尾市)

学校歯科委員会
(１) 圏域説明会 (２) ２／５研修会 (３) フッ化物洗口質問 ほか

大林理事､ 河原委員長他全委員

21日 学齢期歯科保健講演会 (御船カルチャーセンター) 受講者：94名 玉置会長､ 清村専務理事 (上益城郡)

23日
むし歯予防の学習会 (天草宝島国際交流館ボルト)
主催：ＮＰＯ法人子育て支援ワーカーズポぺぺぺらん

松田会員

24日
県高等学校保健研究協議大会 (火の国ハイツ) 宮坂副会長
学齢期歯科保健講習会 (サンクラウン大阿蘇)
受講者：80名

宇治委員､ 市原会長 (阿蘇郡市)

26日
市町村歯科衛生士研修会 (県総合保健センター)
フッ化物洗口のすすめ方

勇委員

医療対策

12月19日 熊大口腔外科との協議会 (熊本市)
浦田会長､ 小島副会長､ 渡辺専務理
事､ 牛島常務理事､ 冨屋理事､ 岡田
委員長他６委員

10日 医療安全関係実務担当者研修会 (ウェルパルくまもと) 岡田委員長､ 木下書記

17日
医療対策委員会
(１) 事例報告検討 (２) Ｈ26年度医療対策講演会 (３) 委員提出協議題 ほか

冨屋理事､ 岡田委員長他全委員

センター・介護

１月４日 口腔保健センターカルテ・会計チェック 松岡センター長
６日 在宅歯科医療推進事業打合せ 松本理事
11日 在宅歯科事業打合せ 松本理事

17日
センター・介護委員会
(１) 口腔ケア指導者養成研修会 (２) パンフレット・リーフレット
(３) 在宅歯科医療推進事業施設実習 ほか

松本理事､ 平井委員長他４委員

18日
在宅歯科事業打合せ
(１) アンケート (２) パンフレット

松本理事

総務･厚生･医療管理

12月19日
熊本市歯会常務理事会
病診連携の説明

渡辺専務理事､ 牛島常務理事

１月11日
がん連携 (医師・看護師向け) 講演会 (熊本市医師会館)
参加者：143名
講師：甲賀保健所 所長 井下英二

浦田会長､ 小島副会長､ 八木・牛島
常務理事

18日
県がん患者医科歯科連携事業 連携講習３ (荒尾会場) (荒尾市物産館)
受講者：23名

田中理事

19日 九州・山口 口腔ケアシンポジウム (鹿児島県市町村自治会館) 牛島常務理事

23日
病診連携協議会
機能病院との病診連携マニュアル

宮坂副会長､ 牛島常務理事､ 松本理
事他２名

24日
総務・厚生・医療管理小委員会
(１) 今後の事業計画 (２) 次年度予算 (３) 医療管理講演会 ほか

牛島常務理事､ 池嶋委員長他１委員

学 院

12月24日 学院生冬期休暇 (至１月７日)
26日 学院臨床実習場反省会 歯科医師22名､ 衛生士36名 浦田会長､ 伊藤学院長他７名

１月８日 学院始業式 伊藤学院長
９日 第３回学院役職員会 伊藤学院長他２名
15日 第２回学院運営審議会 浦田会長､ 伊藤学院長他９名

19日
学院創立50周年記念講演会
参加者：172名
講師：㈱アビリティトレーニング代表取締役 木下晴弘先生

小島副会長､ 伊藤学院長他９名

国保組合

12月24日 第４回全協理事会 (臨時) (都市センターホテル) 浦田理事長

１月18日
九歯連役員会 (ホテルニューオータニ佐賀) 上野副理事長
九歯連協議会 (ホテルニューオータニ佐賀) 上野副理事長､ 桑田常務理事他２名

19日 九州各県国保事務担当者連絡会 (佐賀市・iスクエアビル) 田代課長補佐､ 吉川書記
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3日（月）

8日（土）

15日（土）

19日（水）

26日（水）

28日（金）

第17回常務理事会

連盟通常評議員会

国保通常組合会

臨時代議員会

会員懇談会

第18回常務理事会

第10回理事会

点数改定説明会

3 行事予定 March

くまもとサプライズキャラクター『くまモン』
Ⓒ2010 熊本県くまモン #1086 

10月12日（土）我が家の愛犬ココちゃん（11才）と永遠の別れが来た。
その日は朝から具合悪そうにしていた。今までも調子が悪い時はあったが、何

日かすると何事もなかったように復活していたので、心配はしたが又良くなるだろ
うと思いながら、私は仕事へ出かけた。その後、妻や子供たちも僕が外出して30
分も経過しない内に、家を後にしたそうだ。土曜日なので、私の仕事は午前中（１
時）で終わり帰宅した。玄関を開けて、ココちゃんがお出迎えに来るのを期待した
が、来なかったのでまだ調子が悪いのかなと思い、リビングの方に様子を見に行く
と、テーブルの横に倒れていた。そばに寄ってみるとすでに息がなかった。『家族
の誰もいない数時間の間に、一人（一匹）で寂しかっただろうなー』、最後に傍に
いてあげずに申し訳ない気持ちでいっぱいになった。しばらくして妻と子供が
帰ってきた。状況を説明すると、子供達も何が起こったのかわかったみたいで、皆
涙を流して悲しんだ。
その日の内にペット霊園で『火

葬』、『骨上げ』を行い、遺骨を自宅に
持ち帰り家族がよくいるリビングに置
いた。今まで家族の一員として楽しい
時間を過ごしてくれてありがとう。こ
れからは長かった闘病生活を終えて、
ゆっくり天国からみんなを見守って下
さい。 （Y.N）

編集後記


